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クリックして
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アクセス

面倒なことを
ChatGPTに
お願いしてみた
　お盆休みに、遅ればせながら、「Chat GPT（有料版）」デビューを
してみました。手始めに、言葉からイラストを起こしてもらったり、二
つのファイルの差異を示してもらったり。15～30秒くらいでかなり完
成度の高いものを上げてくれます。

　仕事でよく使用する二次元コードを大量に作ってもらうことにしま
した。エクセルにURLとファイル名を列記し、単純に作成をお願い
すると、PNG形式（モノクロ二階調）の画像で作成し、ファイルごと
のダウンロードリンクを提示してくれました。数十個のコードを作成す
ることもありますので、ファイルごとのダウンロードでは大変です。ま
た形式もベクターの方が扱いやすいです。

何度かトライして、最終的に下記のお願いで望んだ形式に近いも

のが出来上がりました。Chat GPTは、難しい依頼には必ず代替案
を提案してくれ、まるでできる営業マンのような対応です。

　この他にも、自分専用アプリをコーディングなしで作成したり、高度
なエクセルの関数の知識がなくても、手作業では時間のかかる表を
作成したり。日本語で依頼するだけでできるというのが使い勝手が良
さそうです。今後も、さまざまな依頼をしてみたいと思います ！ 良い事
例が出てきたら、またご紹介します。

◀今回参考にした書籍はこちら
　面倒なことはChatGPTにやらせよう
　カレーちゃん／からあげ　著
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“いきいき栃木っ子” 
デザイナー 村上
S.MuRaKaMi

　まだまだ暑さが続く毎日ですが、トンボを見かけるようになったり、
鈴虫の鳴き声が聞こえてきたり、秋の気配を少しずつ感じるように
なってきました。

　9月といえば、文化や運動をたっぷりと楽しむシーズンな印象が
強いかと思います。ということで、今回は、十五夜・十三夜にまつわる
栃木県の「ぼうじぼ」についてご紹介しようと思います。
　「ぼうじぼ」とは、十五夜・十三夜の夜に、藁を束ねてつくった
棒を小学生たちが地面に叩き、「ぼうじぼあたれ、さんかくぶって、
そばあたれ。」などとうたい（地域によって内容が変わります。）、その
地域のお家を一軒ずつまわって、五穀豊穣を祈るという行事です。
（日本版ハロウィンみたいな感じですかね。）

　訪問したお家のひとから最終的にお金をいただくのですが、OKが
出ないといつまでもそれを繰り返します。（元気がねぇぞ！もっとやれ！
と発破をかけてくるお家もありました。）そして全てのお家を回り
きった後、まとまったお金を6年生が振り分けして解散。上級生に
なるにつれて配当金が上がるため、結構良いお小遣いになったのを
覚えています。（とはいえ、6年生次第なので、低学年のころは苦い
思いもしました。）

　地面を叩くのは、農作物に害を及ぼすモグラやネズミを追い払う
という意味があり、「あたる」は「豊作になる」という意味が込められ
ているそうです。使い終わった「ぼうじぼ」は、たくさん柿が実るよう
柿の木にかけます。

　実は、この「ぼうじぼ」、県内でも結構マイナーなものだったようで、
宇都宮などの街中にお住まいの方々と、話が噛み合わず、どこでも
やっているものではないんだなと、衝撃を受けました。

みなさまの地域には、どんな行事がありますか？
実際の「ぼうじぼ」
左側が持ち手部分。上手なひとがつくると、終わってもボロボロにならない。
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